
第 24期 報 告 書

(令和 2年 4月 1日 ～令和 3年 3月 31日 )

事 業報 告 書

貸借対照表

損益計算書

株主資本等変動計算書

個別注記表

監査報告 書

リフレ上越山里振興株式会社

8



第 24期営業報告書
(令和 2年 4月 1日 ～令和 3年 3月 31日 まで)

全社の概況
24期 も前期に引き続き第ニセクター経営健全化方針に基づいて作成された「経営改善計画書」
をベースに取り組むところでした。しかし、新型コロナウィルス感染症の与えた影響は大きく、
手探りの経営となりました。そうした中、資金繰りを円滑にするため政策金融公庫、新潟県の助
成制度を活用して 2,000万 円の借入を行い、`4月 から雇用・緊急雇用安定助成金制度も申請して
18,701万 円の助成を受けて全従業員の雇用を確保しましたとその他、持続化給付金 200万円な
ど各種給付金の申請を行い、総額で 22,25+万円の給付を受けました。

す
また、市による指定管理

者への損失補填はす時的に補填は受けたものの最終黒字決算となったため全額返金の処理を行
いました。

‐

3月 には長ダ胡借入金 4,200万円 (2口 3,000万円 1,200万円)を完済しました。
当期の施設別営業概況は次のとおりです
◆くわどり湯ったり村 (ゆ ったりの家含む)

コロナウィルス感染症の影響により、4月 14日から5月 31日 まで緊急事態宣言により体館、
■ 月 ■ 日から3月 31日 まで閑散期であることから土日祝日のみの営業としました。また、大
雪の影響にて 1月 9日 から17日 の土日も休館を余儀なくされました。・
期の実売上は32,228千円前年比46.3%で内訳は宿泊44.6%、 日帰り宴会24.7%、 お風呂54.9%、
レストラン63.7%で した。宿泊では上越市補助金制度、県民割引、GOTOキャンペーンなどすべ

からく活用しました。日帰り宴会では売上の柱となっていた老人会様が 1件のみで感染症まん延
の影響がまともに出ました。レストランは季節のメニューや日替りなどメニューを増やしたこと
とお食事ポイントカードの定着もあり利用率で 70%を超える月が増えてきました。
大幅な減収で営業利益はA12,675千円でしたが、雇用・緊急雇用調整助成金を4月 から受給し
たことより経常利益は黒字となりました。
施設内外周辺の管理と環境整備は「湯ったり村応援隊」による2回の活動と職員の休日ボランテ
ィアにより良い状態を維持しています了
◆ヨーデル金谷
売上の対前年比を分析すると全国の新型コロナウィルス感染症 (以下コロナ)の感染者数や国や
自治体のコロナ経済対策と相関関係にあり、まさにコロナに翻弄された 1年でありました。、

具体的には 1年が大きく4段階に分かれており、期間 。事象・期間平均前年比は次の通りですと
期間 期間内の事象 期間売上の平均前年比

4・ 5月 緊急事態宣言発令ショック 31.3%
6・ 7・ 8月 感染者と混乱の減少・対策情報増 73.0%
9・ 10・ 11月 GoToEat等 のコロナ経済対策 95.8%
12・ 1・ 2月 感染者再増加 (宴会消滅)・ 豪雪 66.9%
3月 は前年比 99,7%と 昨年同月にコロナ禍発生を踏まえると売上動向も一巡したと思われます。
今年度は営業的にやれることが限られておりましたので①的確な感染症対策の実施と対策優良
店として認知してもらうこと②テイクアウト商品の発売 (ロ コモコ)③価格の改定による利益率
の改善等に取り組みました。急な売上の乱高下に感染症対策が上乗せされ業務多忙を極めまし営
業利益はA320万 Fとなりましたが雇用調整助成金等により経常利益は黒字となりました。 `
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◆施設別売上高 。営業利益 (単位 :円 )

会社の概要

(1)主要な事業内容
・ 上越市の所有若しくは管理する不動産及び温泉保養施設、農林水産加工施設、

地域食材供給施設の管理運営に関する事業。ィ

・ 飲食店の経営 ´
食料品、酒類、清涼飲料、観光土産品、たばこ、医薬品、新聞、書籍及び日用

品雑貨の販売 ′
。 文化振興に関する事業

(2)株式の状況
。 会社が発行する株式の総数    2, 400株
。 発行済み株式総数        2, 400株 ,

。 当期末株主数            130人 タ

・ 株主の内訳 (令和 2年 3月 31日 現在)

(3)事業所の状況 ′

・ くわどり湯つたり村
・ ヨーデル金谷

上越市大学皆口601番地 .

上越市大貫 2丁目 17番 40号 `

全 社 計 くわどり湯ったり村 ヨーデル金谷 ゆったりの家

売 上 高 106,202,607 63,828,742 41,543,865 830,000

営業利益 A15,873,769 ▲12,661,16S A3,197,782 ▲14,822

株 主 名 持ち株数 持ち株比率

上越市 2 1 06 87.8%
えちご上越農業協同組合 100 4.2%
くびき野森林組合 20 0。 8%
頚城自動車株式会社 20 0.8%
協同組合ウッドワーク 10 0.4%
上越市漁業協同組合 10 0.4%
桑取川漁業協同組合 10 0.4%
一般株主 124 5。 2%

10



(4)従業員の状況  (令和 2年 3月 31日現在)

・ 男性  H名  (内 臨時  4名 )

・ 女性  12名  (内 臨時  9名)

・ 合計  23名  (内 臨時 13名)・

(5)主要な借入先
えちご上越農業協同組合
令和 3年 3月 81日現在
上越信用金庫
日本政策金融公庫

(当座貸越)

39,901,157円
101000,000円 (長期借入)、

10,000,000円 (長期借入)ヽ

(6)取締役及び監査役  (令和 3年 3月 31日 現在)

地  位. 氏  名 担当又は主な職業
代表取締役 平井 民夫 桑取川漁業協同組合 代表理事組合長
取 締 役 米山  均 協同組合ウッドワーク 理事長
取 締 役 仲田 紀夫 上越市漁業協同組合 代表理事組合長
取 締 役 大原 正夫 桑取地区町内会長協議会 会長
取 締 役 山口 茂幸 金谷地区町内会長会 会長
取 締 役 笹原 智子 地域代表
取 締 役 飯塚 和弘 地域代表
取 締 役 斉藤  豊 地域代表
取 締 役 畑  正子 リフレ上越山里振興株式会社 参与
監 査 役 坪田  剛
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リフレ上越山里振興株式会社

貸 借 対 照 表
令和 3年  3月 31日 (当 期会計期間末)

(単位 :円 )

資産の部 負債の部
科   目 金   額 目 金   額

【流動資産】
現金及び預金
売掛金
未収入金
商品
原材料
貯蔵品
仮払金
【固定資産】
(有形固定資産)

建物
建物付属設備
構築物
車両運搬具
工具器具備品
一括償却資産
(無形固定資産)

電話加入権
(投資その他の資産)

出資金
長期前払費用

【 6,046,
1,707,
1,535,
2,297,
60,
230,
133,
82,

20,567,
9,911,
2,223,
4,522,
108,

879】
049
787
288
212
645
500
398
543】
825)
740
509
439

1

469
667
800)
800
918)
000
918

【
(

2,990,
66,
648,
648,

10,006,
20,

9,986,

【流動負債】
短期借入金
未払金
預 り金
未払法人税等
【固定負債】
長期借入金

【 52,005,631】
39,901,157
11,879,324
155,150
70,000

20,000,000】
20,000,000

【

の 72,005,631

純 饗産の部
科   目 金   額

【株主資本】
【資本金】
【利益乗U余金】
(そ の他利益剰余金)

繰越利益剰余金

△45,391,209
6,000,000

△ 51,391,209
△ 51,391,209
△ 51,391,209

の △45,391,209
資産の都合計 26,614,422 負債・純資産の都合計 26,614,422
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損 益 計 算 書
自 ● 不口  Z年 4月 1日 全  命 不日 3月 31 日  (当 期累計期間)

リフレ上越山里振興株式会社

(単位 :円 )

科   目
【売上高】
宿泊売上
日帰売上
風呂売上
レス トラン売上
売店売上
チケット売上
その他売上
ブライグル売上
【売上原価】
期首商品棚卸高
厨房仕入
飲料仕入
売店仕入
その他仕入
期末商品棚卸高

売上総利益
【販売費及び一般管理費】

営業利益
【営業外収益】
受取利息
受取配当金
雑収入
〔営業外費用】 `
支払利息
経常利益

【特別損失】
固定資産除却損
税引前当期純利益

法人税及び住民税額
当期純利益

12,088,432
2,798,302
5,146,833
42,628,124
2,588,020
1,054,556
39,030,000
878,340 106,202,607

26,460,101

353,657
20,995,159
3,625,556
1,225,565
551,021
290,857

50
400

23,5591422

79,742,506
95,616,275

△ 15,873,769

23,559,872

923,106923,106

777,000

o,762,997

777,000
5,985,997
75,685

5,910,312
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リフレ上越山里振興株式会社

販売費及び一般管理費明細書
自 令不日 2年  4月  1日  至 令不日 3年  3月 31日 (当 期累計期間)

(単位 :円 )

科   目
給与手当
臨時雇入費
法定福利費
福利厚生費
消耗品費
事務用品費
賃借料
保「父料
修繕費
租税公課
減価償却費
通信費
水道光熱費
支払手数料
荷造発送費
広告宣伝費
接待交際費
イベン ト費
施設維持管理費
ジネン費
燃料費
車両掛費
新聞図書費
諸会費
会議費
雑費
販売費及び一般管理費合計

31,234,399
14,690,143
5,517,914
182,965

2,522,179
651,668

2,690,812
2,040,037
1,253,374
72,350

1,438,374
505,583

11,618,727
433,306
14,700
670,749
19,091
39,850

7,264,168
951,340

10,099,500
847,741
108,972
107,500
212,732
428,101

95,616,275
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株主資本等変動計算書
自 ↑ 不日 Z五十  4月  上ロ 当主 有手不日 3月 31日   (当 期累計期間)

リフレ上越山里振興株式会社

(単位 :円 )

科   目 変 動 事 由 金   額
【株主資本】
【資本金】
【利益剰余金】
(その他利益剰余金)

繰越利益剰余金

利益剰余金合計

株主資本合計

純資産合計

当期首残高及び当期末残高

当期首残高
当期変動額
当期末残高
当期首残高
当期変動額
当期末残高
当期首残高
当期変動額
当期末残高
当期首残高
当期変動額
当期末残高

当期純利益

6,000,000

△ 57,301,521
5,910,312

△ 51,391,209
△ 57,301,521
5,910,312

△ 51,391,209
△ 51,301,521
5,910,312

△45,391,209
△ 51,301,521
5,910,312

△ 45,391,209
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リフレ上越山里振興 株式会社

I.重要な会計方針に係る事項に関する注記資確盈督真奮納岳讐鍮霞憲藻為してぉり崩
固定資産の減価償却の方法

岳監忌F曇屠后撼喬写島捩王冤考裔集職伝蟹逢定努R学忌f絵え貌極の規定に基づく
3年均等償却を採用 しております。

び
y軍

ラ3テは社内における利用期間 (5年)に基づく旧定額法を採用してお ります。

とS乙盪R稔倍岳ぞる伝蕃醤籍顆ま盈粽啓Z亀控是l宅基筆危亀乙1をとaま拳「
ス

V。 1株当たり情報に関する注記

1襟董花

'8讐

鼻疑編益金額又は当期純損失金額

―個司 可
~■
と

自 令和 2年 4月  1日
至 令和 3年 3月 31日

リース期間 3年及び1年
当期のリース料
リース期間 5年
当期のリース料

L   
斡を採用しており誡

41,286,699円

L    
鵬 項

発行済株式普曇鱗葉漂嚢須寮楚芹接普通株式)               2,400株
Ⅳ.リ ースにより使用する固定資産に関する注記そ魯告4語重任算[ξttEE』巨骨罹泉チ_ス契約により使用しているものは

次のとおりです。

車輌運搬具 3台

工具器具備晶 3台
1,471,200円

638,295円

-18,913円
2,462円
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監査報告書

リフレ上越山里振興株式会社の令和2年4月 1日 から
令和3年3月 31日 までの第24期事業年度の会計帳簿、
貸借対照表、損益計算書、事業報告書、株主資本等
変動計算書、個別注記表について監査いたしました
が、いずれも適法かつ妥当であることを認めます。

令和3年 ぐ月 逆/日

監査役 鰻狩 、えη 風
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25期事業計画

1 施設管理業務の実施計画
コロナウイルス感染症予防対策は各業種のガイドラインに沿って管理を行い、施設

の管理業務は「コンプライアンス」を全ての判断基準として各施設と温浴設備、消防設

備、防火管理、衛生管理、車両運行管理、雇用管理、金銭出納 (経理)管理を行います。

従業員一人一人が「未然防止型」の考え方で利用者、従業員に事故など起きないように

務める。また、役員会、経営委員会での意見交換を活発化させて良いことは更に進めて

いき、改善が必要とされる事案に関しては大小を問わず関係各所と協議を行い、公の施

設として市民から親しんで頂ける施設運営を目指します。

(1)会社全般
前期同様に新型コロナウイルス感染症による終息が見えない中での計画作成となる。

① 経営管理において柔軟さとスピード感をもって対応するため、市場の動向など情報

収集を行い、月次試算表をもとに状況を見極めながら、役員会、経営委員会、関係

各所の意見を踏まえ進めていく。

② 会社運営、施設運営における課題や外部環境の変化など問題が発生した場合は関係

各所と連携を密に取り、課題の解消に努める。

③ 地域の一員として自覚を持ち、地域社会に貢献できる会社を目指す。

(2)く わどり湯ったり村

① 情報発信の強化
ホームページを改修したことにより更新が容易になったこととフエイスブックを

有効に活用するため選任者を定めて定期的に更新する。また、月間カレンダーの

定期発行と折込みエリアの拡大を検討します。(現状は谷浜地区のみ)

広告会社や広報有料広告を活用して露出を高めます。

② 新規商品の売込み
コロナ禍対策として個室体憩や小グループでの利用を高めるための商品開発を行

う (例 お食事付き個室体憩プラン)ま た、テイクアウトメニュー(折詰、晴れ
の日お弁当などにも積極的に取り組む。

③ 宿泊プラン (価格)の見直し
現在の 3コ ースを一つにして追加のオプシヨンメニュー (カ ニ、牛ステーキ、等)

を売込み単価アツプを図る。この他に送迎についても見直しが必要 (宿泊 2名様以

上無料となつているが、個々の自宅まで行くことが多く経費増となっている)
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④ レストラン利用率向上の取組み ‐

前期は利用率 60%を 目標に季節のメニューなど取組み、1月 は70%に到達する。
地元食材を使い、他社では出せない地域の特色を活かしたメニューの開発を行う。

⑤ 施設周辺の環境整備と活用 _

湯つたり村応援隊の協力により施設遊歩道や 1.5キ ロの散策コースも再整備を行い
散策が出来るようになりましたので「ブナ林」「バードウオツチング」「ワンちゃ
ん散歩道」として山里の癒しを提供します。

③ 新規事業の取組み (案)
バーベキューやオートキャンプ場としての活用 (旧ゲートボール場)
ミニドックラン (ゲートボール場奥ふれあい広場)′

(3)ヨ ーデル金谷
① コロナ禍以前の営業 3本柱「一般営業」F宴会」「ウェディング」のうち宴会とウェ
ディングの獲得は今後とも見込めないことから損益構造の再構築が必要と考えて
います。具体的には「一般営業での生産性向上」「新しい営業の柱の構築」の 2点
について対応してまいります。

② 一般営業での生産性の向上は
1。「メニューを絞 り込む」これはハンバーグなどの主力商品の販売シェアをさらに
上昇させ調理工程及びサービスエ程において現状の複雑なオペレーションを軽減
し生産性向上を目指すものです。販売シェア向上のため広告などの露出強化及び販
売数の少ないメニューの削除などを行うも
2.「メニュー価格改定」4月 からの内税表示義務に合わせ原価率改善に寄与するよ
うな価格改定を行う。 '

③ 新しい営業の柱の構築は
3,新規に導入したコンベクションオーブンを利用し、プリンなどの製菓及び総菜な
どの「店頭販売」「インか―ネット」販売を開始するとまずは店頭販売を常時行う
体制を整える。またインターネット販売サイトの基本構築は終了しているので、専
門業者などの力も借りて「売れるサイト」へのテコ入れを行う。′

4.店頭販売・ネット販売等の環境が整えば、市や県などのショッピングサイトや組
合組織などへの卸業務等への進出も検討する。

(4)ゆ ったりの家
① 地域団体や町内会などと連携、西部中山間地域の豊かな自然と文化に触れる憩いの
場を提供するために適正な維持管理をおこなう。
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令和 3年分区
37. 0001 くわどり湯つたり村
23, 000ヨーデル金谷2

400ゆったりの家3
60, 400リフレッシュビレッジ施設合計

2 施設の利用計画
施設管理業務に掲げた売上増強等に取 り組み、施設の

‐利用促進を図る。

(1)目標とする (単位 :人)

3 管理に係る収支計画
(1)く わどり湯ったり村

(2)ヨ ーデル金谷

(3)ゆったりの家

別紙1-①のとおり
別紙1-②のとおり
別紙1-③のとおり
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つ

第25期 事業計画
損益計算書

自令和3年4月 1日 至令和4年3月 31日

別紙 1-①

:千円)

第25期計画 備 考
86.500
23.500々
7,000日
7,700

レ ス ン 10,000
う 上 5,500

0ライ
1,000チケッ ト売上

上繊市委託金 31.800千円の 31,800
18.200三上原価

タ 0
11.500厨房仕入
2,700
4,000

0雪

68,300

:I廷巨看'及び一般管理費 67,917
「与手 当ユ 17,000

9,000
01 と与
0

曇妊勢冨禾| 2,800
200

1,800消耗品:
子

500用
2,500

→ 1,300
11000イl
50公課
850
350

フく道 光 |
10,000
250
5霜

300
イベン 0
方 費 5,000

1.5001 ン 与

12,000
1,000じ

62
100
100
0

250
388き業禾U益

3,000彗業外 I

400
2,988雅常利益

前当期利益 2,983
登人 ; 及び住民税 0

2,983
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別紙 1-②

ヨ

第25期 事業計画
損益計算書

自令和3年4月 1日 至令和4年3月 31日

第 25期計画 備 考
46.400

宿
日
風 上

401000レス トラン売上
ケE五

二_上二
チケット売上

6.400 上越市委託金 6,400千 円
三上原価 14.500

タト整
12,500

飲 | 2,000
走月〒仕入

の
31,900

兎売管理 |

'及 び一般管理脅 31,709
16.500
3,000

〔升 0
退 〕 0

2.400
50

マ肖| 800
事 , 200

300賃
来巨 750
イIビ,' | 100
ЯBl' 100
減 ′ 550

200通 ′
3,700

支 300
荷 i 0
広 モ 350

100イベント
1,800

lジ , ン 30
0

135
24図
60

七会き言 80
打 石 0

180雑 :

,業利益 191
営 : 500

400
登常利 驀 291
前 当期利益
乱及び住民締

291
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別紙 1-③

つた

第25期 事業計画
損益計算書

自令和3年4月 1日 至́令和4年3月 31日

備 考5
830
0
0
0風呂売上
0レス トラン
0売店売上
0

チケッ ト5三上 0
上越市委託金 830千円830その他売上

三上原′面 0
0
0
0
0
(

卒 830

825
0

700臨時雇入:
う

0
0
0法定福利: 許
0福利厚生婆
0

事務用品: 0
0
65
0
0

減価値却
'

レ 0
0
30水道光熱:

じ

0支払手数
' じ 0

広告宣伝 : 0
0イベント:

子

施設維持イ 30
0リ ン
0
0
0新聞図書: 許
0
0
0
0

業禾U 5
営業外 H又テ 0

0営業外脅 可サ
弔常未I 5

赤 弓前 当要 !名帯i 5
主 発耕 . 0!及び

5
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